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速 読
古
文

漢
文

出典

今
昔
物
語
集

説
話
集
。
平
安

時
代
末
期
成
立
。
編
者
未
詳
。

全
三
十
一
巻
。
現
存
最
大
の

説
話
集
。
中
国
・
イ
ン
ド
・

本
朝（
＝
日
本
）の
説
話
の
三

部
構
成
。
本
朝
説
話
は
貴
族・

僧
侶
・
武
士
・
庶
民
と
い
っ

た
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
間
、

さ
ら
に
妖
怪
ま
で
登
場
し
、

興
味
深
い
話
が
展
開
さ
れ
る
。

問
１　

商
人
に
し
つ
こ
く
か
ら
か
わ
れ
た
女
の
怒
り
を
抑
え
た
発
言
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
、
助
動
詞
の
知
識
を
も
と
に
正
確
に
摑つ
か

む
。

よ
っ
て
、
正
解
は
エ
。

問
２　

人
物
の
呼
び
名
の
変
化
に
注
意
し
て
、「
主
語
―
述
語
」
を
確
認
し
な
が
ら
読
み
、
選
択
肢
の
文
言
と
比
較
し
て
正
誤
を
判
断
す
る
。

よ
っ
て
、
正
解
は
ウ
。

「
い
た
く
」
…
形
容
詞
「
い
た
し
」
の
連
用
形
。「
ひ
ど
く
、
激
し
く
」
の
意
。
連
用
修
飾
語
と
し
て
の
用
法
が
定
着
し
て
い
る
の
で
副

詞
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。

「
れ
」
…
受
身
の
助
動
詞
「
る
」
の
連
用
形
。

「
な
ん
」
…
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
未
然
形+
推
量
の
助
動
詞
「
む
（
ん
）」
の
終
止
形
で
「
き
っ
と
・
必
ず
〜
に
違
い
な
い
」
と
訳
す

確
述
用
法
。

ア　

そ
の
顔
が
痛
く
な
る
く
ら
い
打受
身
の
助
動
詞「
る
」の
訳
出
が
不
足
。（
×
）

っ
て
し
ま
う
ぞ
。

イ　

そ
の
顔
が
必「い
た
く
」は
程
度
を
表
す
。ま
た
傍
線
部
内
に
疑
問
を
表
す
係
助
詞
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。（
×
）

ず
痛
く
な
る
ほ
ど
打
た
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ウ　

そ
の
顔
が
ひ「い
た
く
」は
程
度
を
表
す
形
容
詞
で「
打
つ
」を
修
飾
す
る
。「
れ
」は
尊
敬
で
は
な
く
、受
身
。（
×
）

ど
く
な
る
ま
で
打
ち
な
さ
る
だ
ろ
う
よ
。

エ　

そ受
身
・
確
述
用
法
の
訳
出
が
で
き
て
い
る
。（
〇
）

の
顔
を
き
っ
と
ひ
ど
く
打
た
れ
る
に
違
い
な
い
。

「
い
た
く
」は
程
度
を
表
す
言
葉
。

「
痛
し
」
で
は
な
い
。（
×
）

▶選択肢判定チェック◀起　

船
で
通
り
か
か
っ
た
商
人
が
、
力
持
ち
の
女
を
馬
鹿
に
す
る
。

承　

女
が
商
人
に
「
人
を
馬
鹿
に
す
る
者
は
顔
を
打
た
れ
る
ぞ
」
と
言
う
と
、
商
人
は
女
を
殴
り
つ
け
る
。

転　

女
は
、
商
人
が
非
礼
で
、
理
由
も
な
く
人
を
馬
鹿
に
す
る
か
ら
だ
と
言
っ
て
、
商
人
の
船
を
沈
め
た
り
、
陸
に
引
き
上
げ
た
り
す
る
。

結　

商
人
が
自
己
の
行
い
を
反
省
し
、
女
に
謝
る
と
、
女
は
商
人
を
許
し
て
や
っ
た
。

ア　

女船
が
通
り
か
か
っ
た
と
き
、か
ら
か
っ
た
の
は
商
人
で
あ
る
。（
×
）

は
、
商
人
の
船
が
そ
ば
を
通
り
か
か
っ
た
と
き
、
商
人
を
か
ら
か
っ
た
。

イ　

女
は
、
理
由
も
な
く
商
人
に
か
ら
か
わ
れ
た
の
で
、
怒
っ
て
水
の
中
に
飛
び
こ
ん
だ
。

ウ　

女
は
、
力女
は
商
人
の
船
を
沈
め
た
が
、そ
れ
は「
礼
な
き
が
ゆ
ゑ
」で
あ
り
、商
人
が
非
を
認
め
る
と
許
し
て
や
っ
た
。（
○
）

が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
道
理
を
わ
き
ま
え
た
人
物
だ
っ
た
。

エ　

女
は
、
商
人
が
反
省
の
色
を
見
せ
た
の
で
、
船
を
陸
に
引
き
上
げ
て
や
っ
た
。

商
人
に
か
ら
か
わ
れ
、
打
た
れ
た
女
は
、
商
人
の
船
を
沈
め
た
り
引
き
上
げ
た
り
し
た
。（
×
）

女
が
船
を
引
き
上
げ
た
の
は
懲
ら
し
め
る
た
め
で
、
商
人
が
反
省
す
る
前
で
あ
る
。（
×
）

▶選択肢判定チェック◀

「
今
昔
物
語
集
」

古
文
の
世
界

　
人
物
の
呼
び
名

　

古
文
の
文
章
の
特
徴
と
し
て
、
人
物
の
呼
び
名
が
一
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
長
い
文
章
と
は
言
え
な
い
こ
の
問
題
の
本
文
で
も
「
女
」
は
「
妻
・
女
」
の
二
通
り
、「
商

人
」
は
「
商
人
・
船
主
・
船
の
主
」
の
三
通
り
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』

な
ど
、
貴
族
が
登
場
す
る
場
合
は
、
同
一
人
物
が
位
や
役
職
、
あ
る
い
は
住
ま
い
に
由
来
す
る

呼
び
名
な
ど
、
異
な
る
名
前
で
書
か
れ
て
い
る
。
常
に
主
語
（
誰
が
）
と
述
語
（
ど
う
し
た
）

を
確
認
し
て
読
み
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
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復 習

　
　
　
　
　
　

解
答
と
品
詞
分
解
・
現
代
語
訳

文法
Ｑ
省略
Ｑ

妻
、
も
と
の格

助

郷
の格

助

草
津
川
と格

助

いハ
四
・
体ふ

川
の格

助

津
に格

助

行カ
四
・
用き

て接
助

衣
を格

助

洗ハ
四
・
体ふ

と
き
に格

助

、商
人
、船
に格

助

草
を格

助

積マ
四
・
用み

て接
助

、そ代

の格
助

船
に格

助

乗ラ
四
・
用り

て接
助

過ガ
上
二・
終ぐ

と格
助

て接
助

、
こ代れ
を格

助

嘲ラ
四
・
用り

て接
助  

す
副こぶ

る
煩サ

四
・
終

は
す
。
女
、
し

副ばら
く
も

ハ
四
・
未

の
言
は
ず消・

終

。
船
の格

助

主
、
な副ほ
い

カ
下
二
・
体

ひ
懸
く
る
に接

助

、
女

の格
助

いハ
四
・
未は

く接
尾

、「
人
を格

助

犯サ
四
・
未さ

ん意・
終

と格
助

せ
サ
変・
未

む婉・
体

者
は係

助

し接
頭ゃ

面
い形

ク
・
用

た
く
打タ

四
・
未た

れ受・
用

な
ん推・

終

」
と格

助

。
船
主
、
こ代れ
を格

助

聞カ
四
・
用き

て接
助

船
を格

助

とマ
下
二
・
用

ど
め
て接

助

女
を格

助

打タ
四
・
終つ

。
女
、
こ代れ
を格

助

咎マ
下
二・
未め

ず消・
用

し接
助て

、
船
の格

助

半
ら
の格

助

方
を格

助

打タ
四
・
終つ

。
艫
の格

助

方
よ格

助り
水
に格

助

入ラ
四
・
用り

ぬ
。
船
主
、
津
の格

助

ほ
と
り
の格

助

人
を格

助

雇ハ
四
・
用ひ

て接
助

船
の格

助

も
の
を格

助

取ガ
下
二
・
用

り
上
げ
て接

助

、ま副た
船
に格

助

乗ラ
四
・
終る

。
そ代

の格
助

と
き
女
の格

助

いハ
四
・
未は

く接
尾

、「
礼
な形

ク
・
体き

が格
助

ゆ
ゑ
に格

助

船
を格

助

引ワ
下
二
・
用

き
据
ゑ
つ強・

終

。

何代

の格
助

ゆ
ゑ
に格

助

諸
々
の格

助

人
、
我代

を格
助

凌サ
変
・
用じ

蔑ラ
四
・
体る

ぞ係
助

」
と格

助

言ハ
四
・
用ひ

て接
助

、
女
、
船
の格

助

荷
乗サ

下
二・
用せ

た
る
も
の
を格

助

、
ま副た
一
町
ば

副
助か

り
の格

助

程
引

ガ
下
二
・

き用

上
げ
て接

助

据ワ
下
二・
用ゑ

つ
。
そ代

の格
助

と
き
に格

助

、船
の格

助

主
、女
に格

助

向ハ
四
・
用

か
ひ
て接

助

ひ
カ
四
・
用

ざ
ま
づ
き
て接

助

いハ
四
・
未は

く接
尾

、「
我代

、大形
動
ナ
リ
・
用

き
に
犯サ

四・
已（
命
）

せ
り
。
理形

動
ナ
リ
・
終

な
り
」。

し
接かれ

ば
女
、
許サ

四
・
用し

て完・
用

け
り
。

　
　
　
を

助動詞

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
形

　
　
　
は

助動詞

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
形

助動詞

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
形

助動詞

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
形

助動詞

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
形

助動詞

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
形

　
　
　

解
答

㋐　

ひ
ど
く
。
随
分
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㋑　

依
然
と
し
て
。
そ
れ
で
も
や
は
り
。

㋒　

は
な
は
だ
し
い
。
激
し
い
。
ひ
ど
い
。　
　

㋓　

も
っ
と
も
で
あ
る
。

単語
Ｑ

「
今
昔
物
語
集
」

4妻
は
、
故
郷
の
草
津
川
と
い
う
川
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
着
き
場
に
行
っ
て
洗
濯
を
し
て
い
る
と
き
に
、
商
人
が
、
船
に
草
を
積
ん
で
、

そ
の
船
に
乗
っ
て

（
前
を
）通
り
過
ぎ
な
が
ら
、こ
れ
を
か
ら
か
っ
て
　
　
　
ひ
ど
く
思
い
悩
ま
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
の
主
は
、そ
れ
で
も
や
は
り
か
ら
か
い
続
け
る
の
で
、女

が
言
う
に
は
、　
「
人
を
馬
鹿
に
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
者
は
そ
の
顔
を
き
っ
と
ひ
ど
く
打
た
れ
る
に
違
い
な
い
」
と
。
船
主
は
、
こ
れ
を
聞
い
て
船
を
（
そ
の
場
に
）
留
め
て
女
を

殴
り
つ
け
た
。
女
は
、こ
れ（
＝
船
主
自
身
）を
責
め
な
か
っ
た
が
、船
の
片
方
を
た
た
い
た
。
　
　
　
　  

船
尾
の
方
か
ら
水
に
沈
ん
だ
。
　
船
主
は
、
船
着
き
場
の
近
く
の
人
を

雇
っ
て
船
の
も
の
（
＝
積
み
荷
）
を
取
り
上
げ
て
、　  

再
び
船
に
乗
っ
た
。
　
　
　そ
の
と
き
女
が
言
う
に
は
、　
　
　
　
　「
無
礼
を
働
い
た
か
ら
船
を
引
き
上
げ
て
し
ま
う
ぞ
。

ど
う
い
う
理
由
で
多
く
の
人
が
、
私
を
た
た
い
て
馬
鹿
に
す
る
の
か
」
と
言
っ
て
、　
　
　
女
は
、（
沈
ん
だ
）
船
の
荷
を
載
せ
た
船
を
、　
　
再
び
一
町
（
約
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど

（
陸
に
）
引
っ
張
り
上
げ
て
置
い
た
。
そ
の
と
き
に
、　
船
の
主
が
、
　
女
に
向
か
っ
て
ひ
ざ
ま
ず
い
て
言
う
に
は
、　
　
　
　
　
　
　  

だ
か
ら
女
は
、（
船
主
を
）
許
し
て
や
っ
た
。

女
は
、
し
ば
ら
く
の
間
黙
っ

て（
相
手
に
し
な
い
で
）い
る
。

「
私
は
、
本
当
に
悪
い
こ
と
を
し
た
。（
怒
る
の

は
）
ご
も
っ
と
も
で
あ
る
」（
と
謝
っ
た
）。

強
意

未
然

完
了

終
止

過
去

終
止

完
了

連
体

完
了

終
止

完
了

終
止

女（
妻
）

船


